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㈱
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ー
・
㈲
ホ
ワ
イ
ト
企
画

市
は
、
６
月
２５
日
、
「
男
女
共
同

参
画
推
進
事
業
所
」
と
し
て
、
市
内

事
業
所
の
㈱
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ー
と
㈲

ホ
ワ
イ
ト
企
画
を
表
彰
し
ま
し
た
。

同
表
彰
は
、
性
別
に
関
わ
り
な
く

能
力
発
揮
や
職
域
拡
大
へ
の
取
り
組

み
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
所

に
贈
ら
れ
ま
す
。

各
事
業
所
の
評
価
点
は
次
の
通
り
。

【
㈱
エ
ム
ア
ン
ド
エ
ー
】
▽
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
に
係
る
悩
み
の
解

消
や
能
力
向
上
に
資
す
る
た
め
、
女

性
向
け
の
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
る

な
ど
。

【
㈲
ホ
ワ
イ
ト
企
画
】
▽
仕
事
と

家
庭
の
両
立
に
対
応
し
た
勤
務
時
間

を
設
け
、
企
業
主
導
型
保
育
園
を
開

園
し
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
な
ど
。

問
市
同
和
・
人
権
推
進
課
!

７８４
・

８
１
４
６
。

◆
第
３０
回
鬼
貫
顕
彰
俳
句
受
賞
者
が

か
き
も
り

決
定

柿
衞
文
庫
が
、
郷
土
の
偉
大

な
俳
人
・
上
島
鬼
貫
を
顕
彰
す
る
た

め
に
募
集
し
た
「
第
３０
回
鬼
貫
顕
彰

俳
句
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
一
般
の
部
に
１
千
１５８
句

の
応
募
が
あ
り
、
鬼
貫
賞
３
句
、
入

選
１５
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

鬼
貫
賞
入
賞
作
品
と
作
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）。

【
鬼
貫
賞
】
▽
「
連
凧
や
風
の
か

た
ち
の
見
え
隠
れ
」
坂
口
和
代
（
千

葉
県
茅
ケ
崎
市
）
▽
「
春
風
に
一
列

と
な
る
家
族
か
な
」
廣
島
佑
亮
（
愛かさ

知
県
北
名
古
屋
市
）
▽
「
日
輪
に
暈

人
類
に
春
の
疫
」
西
田
洋
（
大
阪
府

茨
木
市
）。

問
柿
衞
文
庫
!

７８２
・
０
２
４
４
。

神
津
墓
地
・
中
野
墓
園

使
用
者
を
募
集

市
は
、
「
神
津
墓
地
」
（
岩
屋
１
）

・
「
中
野
墓
園
」
（
中
野
北
４
）
の

空
き
区
画
の
使
用
者
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
区
画
・
面
積
・
墓
地
永
代

使
用
料
】
▽
神
津
墓
地
"
３
区
画
。

１
区
画
２
・
３４
平
方
㍍
。
３５
万
円
▽

中
野
墓
園
"
５
区
画
。
１
区
画
１
・

４４
平
方
㍍
。
４６
万
円
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
同
墓
地
・

墓
園
に
墓
地
を
持
っ
て
い
な
い
世
帯

主
で
、
焼
骨
を
持
っ
て
い
る
か
寺
院

な
ど
に
遺
骨
が
あ
る
人
。

詳
し
く
は
、
７
月
１６
日
か
ら
市
役

所
３
階
の
生
活
環
境
課
や
各
支
所
・

分
室
な
ど
で
配
布
す
る
「
神
津
墓
地

・
中
野
墓
園
空
き
区
画
使
用
者
募
集

要
項
」
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
確
認
を
。

%
７
月
１７
〜
３１
日
に
直
接
、
生
活

環
境
課
へ
。
１
世
帯
１
区
画
の
み
。

抽
選
は
８
月
１１
日
㈫
、
市
役
所
７
階

の
７０３
会
議
室
で
▽
神
津
墓
地
"
午
前

１０
時
▽
中
野
墓
園
"
午
後
２
時
―
―

に
行
い
ま
す
。

◎
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
を

忘
れ
ず
に

生
後
９１
日
以
上
の
飼
い

犬
は
、
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
室
内
で
飼
育
し
て
い
る
場

合
も
必
要
で
す
。
ま
だ
の
人
は
、
市

内
の
獣
医
院
で
手
続
き
を
。

登
録
費
用
は
▽
登
録
と
注
射
"
６

千
４００
円
▽
注
射
の
み
"
３
千
４００
円

―
―
で
す
。
登
録
済
み
の
場
合
は
、

事
前
に
送
付
し
た
は
が
き
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

＊

＊

問
市
生
活
環
境
課
!

７８１
・
５
３
７

１
。
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#
$
#
$

令
和
２
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
を
順

次
、
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

な
ど
は
次
の
通
り
。

【
年
金
か
ら
の
支

払
い
（
特
別
徴
収
）
】

手
続
き
不
要
。
４
月

〜
来
年
２
月
に
６
期

に
分
け
て
徴
収
。
口

座
振
替
に
変
更
も

可
。【

口
座
振
替
や
納

付
書
で
の
支
払
い

（
普
通
徴
収
）
】
対
象
は
▽
年
金
の

受
給
額
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
人
▽

同
制
度
の
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の

合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
人
―
―
で
す
。
７
月
〜
来

年
３
月
に
毎
月
納
付
。

◎
保
険
料
軽
減
率
の
特
例
措
置
の
一

部
見
直
し

【
所
得
が
低
い
人
の
軽
減
】
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
世
帯
主
と

世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
軽
減
判
定

所
得
の
合
計
額
が
３３
万
円
以
下
の
人

は
、
軽
減
割
合
が
７
・
７５
割
で
年
保

険
料
は
１
万
１
千
５５８
円
。
ま
た
、
世

帯
の
被
保
険
者
全
員
の
所
得
が
０
円

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
８０
万
円
以

下
）
の
場
合
、
軽
減
割
合
は
７
割
で

年
保
険
料
額
は
１
万
５
千
４１１
円
。

【
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減
】

同
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
が
か
か

ら
ず
、
資
格
取
得
後
２
年
を
経
過
す

る
ま
で
の
間
に
限
り
、
５
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

【
保
険
料
の
減
免
と
徴
収
猶
予
】

▽
災
害
な
ど
で
大
き
な
損
害
を
受
け

た
▽
失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
の
著
し

い
減
少
が
あ
っ
た
▽
他
の
被
保
険
者

や
世
帯
主
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
世
帯

所
得
が
軽
減
判
定
基
準
以
下
に
な
っ

た
▽
一
定
期
間
の
給
付
の
制
限
を
受

け
た
―
―
場
合
、
保
険
料
の
減
免
や

一
定
期
間
保
険
料
の
徴
収
が
猶
予
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
に

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
順
次
、
送
付
し
ま
す
。
８
月
１

日
か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
付
状
況

に
よ
っ
て
は
、
有
効
期
限
が
短
い
被

保
険
者
証
（
短
期
被
保
険
者
証
）
を

送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
に
相
談

を
。一

部
負
担
金
の
割
合
（
１
割
か
３

割
）
は
、
２
年
度
の
住
民
税
課
税
所

得
と
元
年
（
１
〜
１２
月
）
の
収
入
を

基
に
判
定
。
な
お
、
世
帯
状
況
の
異

動
や
所
得
の
更
正
な
ど
で
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
割
と
判
定
さ
れ
た
人
で
も
収
入

額
が
一
定
の
金
額
未
満
の
人
に
基
準

収
入
額
適
用
申
請
書
を
６
月
中
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
１
割
と
な
り
ま
す
。

申
請
期
限
は
７
月
３１
日
（
消
印
有

効
）
で
す
。

◎
８
月
か
ら
新
し
い
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に

世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
提
示
す
る
と
医
療
費
（
保
険

診
療
分
）
の
自
己
負
担
額
が
外
来
・

入
院
と
も
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま

で
に
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減

額
さ
れ
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
新
し
い
限
度
額
適
用
認

定
証
に

３
割
負
担
で
、
同
一
世
帯

の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
全
員

が
住
民
税
課
税
所
得
額
６９０
万
円
未
満

の
人
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

提
示
す
る
と
、
医
療
費
（
保
険
診
療

分
）
の
自
己
負
担
額
が
外
来
・
入
院

と
も
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。＊

＊

現
在
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
か
限
度
額
適
用
認
定

証
を
持
っ
て
い
て
８
月
以
降
も
引
き

続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、
新
し
い

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送

付
し
ま
す
。
該
当
者
で
申
請
し
て
い

な
い
人
は
手
続
き
を
。

◎
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
一
部
助
成

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に
費
用

の
３
分
の
１
（
保
険
料
の
軽
減
対
象

者
は
２
分
の
１
。
い
ず
れ
も
上
限
２

万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

＊

＊

問
市
後
期
医
療
福
祉
課
!

７８４
・
８

０
４
１
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
!

０７８
・
３２６
・
２
０
２

１
。

◆
８
月
か
ら
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

に

現
在
、
７０
〜
７４
歳
で
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る

人
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

除
く
）
は
８
月
１
日
か
ら
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
は
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。
自
己
負
担
割
合
は
令
和

元
年
中
の
所
得
を
基
に
決
定
す
る
た

め
、
現
在
持
っ
て
い
る
高
齢
受
給
者

証
と
負
担
割
合
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
市
国
保
年
金
課
!

７８４
・
８
０
４

０
。

◆
介
護
マ
ー
ク
名
札
を
無
料
配
布

市
は
、
在
宅
介
護
者
を
支
援
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
介
護
す
る
人
が
、

介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
精
神
的
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
に
、
介
護
マ
ー
ク
の
入
っ

た
名
札
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

対
象
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
を
介
護
し
て
い
る
人
（
介
護

事
業
所
の
職
員
な
ど
は
除
く
）。

市
内
在
住
で
▽
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
▽
障
害
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
▽
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

が
一
時
的
に
、
介
護
が
必
要
。

介
護
マ
ー
ク
名
札
は
▽
公
共
施
設

や
商
業
施
設
な
ど
の
ト
イ
レ
で
異
性

の
要
介
護
者
に
付
き
添
う
▽
介
護
し

て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
さ
り
げ
な
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
▽
異
性
の
要
介

護
者
の
下
着
を
購
入
す
る
―
―
と
き

な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

同
名
札
は
、
厚
生
労
働
省
の
依
頼

を
受
け
、
本
市
で
も
普
及
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
外
出
先
で
同
名
札
を
つ

け
て
介
護
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
、
心
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

%
介
護
保
険
証
や
障
害
者
手
帳
な

ど
を
持
っ
て
直
接
、
市
役
所
１
階
の

地
域
・
高
年
福
祉
課
（
!

７８４
・
８
０

９
９
）
か
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
。

後期高齢者医療制度
保険料額が決まりました

伊
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２
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鬼
貫
の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
長

期
間
の
外
出
自
粛
を
経
験
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
工
夫
し
て
「
お
う
ち

時
間
」
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

実
は
、
伊
丹
を
代
表
す
る
俳
人
の

上
島
鬼
貫
も
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
の

経
験
者
で
す
。
時
は
元
禄
３
（
１
６

９
０
）
年
、
鬼
貫
３０
歳
の
秋
の
こ
と

で
す
。
旅
に
ぴ
っ
た
り
な
季
節
、
鬼

貫
は
江
戸
に
行
き
た
い
と
思
う
の
で

す
が
、
年
老
い
た
両
親
を
残
し
て
出

か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
鬼
貫
は
考
え
ま
し
た
。「
出

か
け
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
想
像
で
旅

を
す
れ
ば
い
い
」
。
名
付
け
て
「
禁

足
の
旅
」
。
外
出
禁
止
中
で
も
旅
を

楽
し
も
う
と
す
る
、
工
夫
で
す
。
９

月
２０
日
に
出
発
、
東
海
道
を
下
り
１０

月
２
日
に
江
戸
に
到
着
す
る
ま
で
の

い
ぬ

こ

じ

１３
日
間
の
旅
行
記
を
『
犬
居
士
』
と

い
う
本
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

想
像
の
旅
で
す
か
ら
、
ど
こ
に
で

も
行
け
、
誰
と
で
も
会
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
江
戸
で
は
芭
蕉
の
高
弟
嵐

雪
と
「
互
い
に
笑
っ
て
一
晩
中
句
を

詠
ん
だ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
中
立
ち
寄
っ
た
近
江
で

は
、
芭
蕉
が
こ
の
年
７
月
ま
で
滞
在

し
て
い
た
幻
住
庵
を
訪
ね
、
『
我
レ

く
わ

に
喰
せ
椎
の
木
も
あ
り
夏
木
立
』
の

句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
句
は
、
芭
蕉
が
幻
住
庵
の
椎

ま
ず

の
木
を
詠
ん
だ
「
先
た
の
む
椎
の
木

あ
り

も
有
夏
木
立
」
の
句
を
意
識
し
て
作

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
芭

蕉
が
心
の
頼
り
と
し
た
椎
の
木
に
向

か
っ
て
「
そ
の
実
を
食
べ
さ
せ
て
く

れ
」
と
詠
む
と
こ
ろ
に
、
鬼
貫
ら
し

い
大
胆
さ
と
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
ま
す
。

外
に
出
て
自
然
に
触
れ
、
季
節
を

感
じ
て
句
を
作
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら

ぬ
時
、
鬼
貫
の
よ
う
に
想
像
の
世
界

に
心
を
遊
ば
せ
て
み
る
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。
ま
た
、
他
の
人
の
詠
ん

だ
句
に
自
分
の
句
を
つ
が
え
て
作
っ

て
み
る
の
も
、
自
分
ら
し
さ
が
発
揮

で
き
る
楽
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

か
き
も
り

柿
衞
文
庫
で
は
、
小
企
画
展
「
季

節
の
こ
と
ば
!
春
を
詠
む
」
を
開
催

中
で
す
。
今
回
は
、
俳
人
が
詠
ん
だ

春
の
句
を
季
語
に
よ
っ
て
つ
が
え
て

展
示
し
て
い
ま
す
。
つ
が
え
る
こ
と

で
今
ま
で
見
過
ご
し
て
い
た
俳
人
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
に
気
付
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
に
入
り
の
一
句

を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
月
１９
〜
２１
日
は
「
一
句

の
日
」
の
投
句
を
募
集
し
て
い
ま
す

（
本
紙
８
面
参
照
）
。
鬼
貫
に
負
け

な
い
力
作
を
待
っ
て
い
ま
す
。

問
柿
衞
文
庫
!

７８２
・
０
２
４
４
。

鬼
貫
肖
像

夏の省エネ

協力を

市は、地球温暖化防止を目的とし
て、適正冷房の実施や使用していな
い場所の消灯を徹底するなど、節電
に取り組んでいます。
健康などに影響を及ぼさない範囲
で次の通り省エネルギー・節電に協
力をお願いします。
▷冷房は室温２８℃を目安に定期的
な換気を▷使用していない機器のス
イッチを切る▷環境省推奨の「うち
エコ診断（二次元コードから読み取
り可）」を行い、各
家庭に合った省エネ
対策を実践。
市環境保全課
!７８４-８０５４

この広報紙は９万８００部作成し、印刷経費は１部あたり６円です（内訳：市負担分４円・広告収入分２円）


